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はじめに 

 

I ハーン(1850.6.27-1904.9.26)の家族 母、父、大叔母 

母 Rosa Antonia Kassimatiローザ・アントニア・カシマチ(1823-1882) 

父 Charles Bush Hearn チャールズ・ブッシュ・ハーン(1819-1866) 

大叔母 Sara Brenaneサラ・ブレナン(1793-1871) 

 

II ハーンの家族 ―弟 D.James Hearnジェイムズ(1854-1933)への 5通の手紙から― 

1 Henry Tracy Kneeland, "An interview with James Danial Hearn - Lafcadio Hearn's 

brother", The Atlantic Monthly, January, 1923, p.20-p.27. 

 

2  5通の手紙 ―弟に語る家族の記憶― 

(1) To James D. Hearn,  (1889年 10月?) 

・質問の羅列 

(2) James Daniel Hearn,  日付なし 

1) 母親の写真 

2) 兄 

3)自分を育てた大叔母と彼女を破産に導いたHenry Molyneuxヘンリー・モリヌー 

(3) Dear Brother, 日付なし 

1) 祈る母の記憶 

2) 父と母の出会い 

3) 父の記憶、後の継母との出会い 

4) 父に対する恐怖、ただ一つの親切 

5) 母の肖像画への思い 

(4) Dear Brother, 1890年 1月 16日 

1)自分たちを見捨てた母に対する擁護 

2)母親への思い 

(5) Dear Brother,  日本への出発(1890年 3月 8日) 直前 

・名前 Patricio、Molyneux家からの遺産回収 

 

まとめ 


